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PC Linux のひとつである Ubuntu 環境での Pd や超小型コンピュー
タである Raspberry Pi への取り組みにも着手した．
３．研究内容とまとめ
まずデスクトップ PC 上での Ubuntu LINUX を実験機として各種
HID の LINUX 環境での稼働を検証した．小型ハードウェアでの検証
としては Raspberry Pi（model B）をプラットフォームとしてシステ
ム的な検討を行った．Raspberry Pi 環境での Pd に関しては，Debian
ベースのパッケージ（通称 Raspbian）を導入し Pd を追加導入する
方法が一般的であるが，最近では Pd を含む LINUX 統合パッケージ
としての Satellite CCRMA が公開され，これを直接インストールす
る方法も可能となりつつある．そこでこれら二通りの環境構築を試み
Pd プラットフォームとしての Raspberry Pi の使い勝手や性能面での
特徴を調査検討した．実験システムとしては PC 上で試作したドロー
バー型インターフェースを備えた加算合成方式の８音ポリフォニック







ドとしての Raspberry Pi の利用可能性を検証した．HID 開発の小規
模デバイスとしては Arduino が大いに着目されているが，Raspberry 
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Pi も アナログ入出力こそ備えていないが GPIO を中心とする SPI, 
I2C などの豊富な入出力インターフェースを備えており ADC など少
数の部品の追加でさまざま応用が可能である．今後は HID 開発のネ
イティブな基盤としてさらなる活用をめざしたい．
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